
１　学校の現況
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２　目指す学校像

３　三つの方針（スクールポリシー）

４　現状分析と課題（数量的な分析を含む。）
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１　普通教育・専門教育を通して、確かな学力を育み、未来を創造する力を持った人材を育成する学校
２　個に応じた学習を通し、高い専門性と実践力を培い、社会において生きる力を備えた人材を育成する学校
３　地域との連携・交流を通して地域愛・協働する力を育み、地域のニーズに応え郷土の発展に貢献できる人材を育成する学校
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【別紙様式１】

令和４年度学校経営計画表

課程 全日制 渡邊　聡

綿引　英治

学校番号 90 学校名 茨城県立坂東清風高等学校 学校長名

事務（室）長名教頭名

教職員数 教諭

男 女

教諭

男 女

小島　幸夫

1 5 2
実習教諭、実習講師、
実習助手
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養護

  講師　　
計 77

合計

技術職
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事務職

  員
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橋本　雄一

常勤

講師

非常勤
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生徒指導
　明るく素直で、きちんとした行動が取れる生徒が多い反面、周囲に流されやすい生徒
も見られる。各場面で、自律的な行動を促す指導が必要である。
　特別指導実施生徒、（R3）7.14％。　　※（R2）9.39％

　自律的行動が身に付くように、教職員が共通理解のもと粘り強く
丁寧に指導を進める。
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　個人面談やガイダンスを通じ、進路選択に対する意識付けを早期
に行う。個々の進路に応じた課外や各種試験、模擬面接等を積極的
に実施する。進路ガイダンスおよびインターンシップ等の体験的活
動を通し、職業理解の充実を図る工夫を行う。

 与えられた課題には取り組むが、自ら進んで学習しようとする姿勢が不足している。個
に応じた指導を通して基礎学力の定着を図る必要がある。

 大学・短大・専門学校・就職等、生徒の進路希望は多様化している。望ましい進路実現
を育成するため、個に応じた積極的な進路指導とキャリア教育の充実が必要である。
　就職内定率100％　進学決定率100％
（参考　R3岩井高等学校　就職内定率100％ 進学決定率99％）

項目 課題

学習指導

進路指導

　生徒の主体的活動を促すために授業の改善を進める必要がある。
そのために授業改善についての研修や情報交換を密にしていく必要
がある。

育成を目指す資質・能力に関する方針
（グラデュエーション・ポリシー）

教育課程の編成及び実施に関する方針
（カリキュラム・ポリシー）

入学者の受入れに関する方針
 （アドミッション・ポリシー）

確かな学力を育み、未来を創造できる人材の育成
地域と連携・交流を通して地域愛を育み、地域のニーズに応え郷土の発展に貢献できる人材の育成

自ら課題を見つけ、それを解決しようとする過程においての生きる力の育成
キャリア教育の充実を図り、個の希望に応じて大学進学から就職までの多様な進路希望の実現

人文、自然、情報ビジネス、ライフデザイン、農業の各分野に興味を持ち、進路実現のために努力する生徒
学校や社会の規範を守り、学校行事や部活動に積極的に取り組むことのできる生徒

現状分析

　生徒が主体的に取り組める学校行事の企画・運営を行う。部活動
の活性化を図り、生徒自らが意欲的に活動できる環境の整備を行
う。部活動加入率40％以上を目指す。

特別活動
 学校行事を通じて帰属意識や自己肯定感の育成を図っている。部活動加入者が減少して
いるため、部活動の活性化が必要である。

働き方改革
 働き方改革に対する教職員の意識は向上し、月45時間を超える超過勤務の教職員も減っ
てきている。部活動については、本校の部活動に係る活動方針に基づき、適切に実施で
きている。

 校務部・学年・教科等で業務内容の精選を図り、業務の効率化を
進める。



５　中期的目標

６　本年度の重点目標

ア　個に応じた学習指導を通した基礎学力の向上

ウ　人間性・社会性を養う教育活動の展開

⑳ 業務内容の整理や情報の共有、ＯＡ機器の活用などを通して、校務の効率化に努める。
㉑「きんむくん」の活用などを通し、職員一人一人の働き方についての意識を高め、健康と安全を確保
 　する。
㉒ 部活動において週当たり１日以上の休養日を設けるなど、職員の時間外勤務の縮減に努める。

オ　働き方改革の推進

① 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に努める。
② 観点別学習状況の評価の浸透を図る。
③ ＩＣＴを活用し、学習意欲の向上と基礎学力の定着を図る。
④ 各種検定試験の合格者を増加させる。
⑤ 相互授業参観等の取り組みを通して、学習指導の工夫・改善を図る。

エ　特別活動・広報活動の活性化

重点目標

⑥ 職業観・勤労観を形成し、自己目標を明確化させるため、個別面談の充実を図る。
⑦ キャリアカウンセリングや地域と連携したインターンシップ等の体験的活動により、生徒の進路
   意識を高める。
⑧ 基礎力の定着や学習能力の向上を図るため、課外体制の充実に努める。
⑨ 資格取得など特色を生かす教育課程の充実を図る。
⑩ 生徒・保護者への情報提供や参加型の行事の充実を図り、進路意識を高める。

⑪ 学校生活を通し、自らを律するとともに、他者との協調性を培う。
⑫ 学校行事や部活動など様々な場面で、自己有用感や自己肯定感を高め、母校愛を育成する。
⑬ 各種講演会や面談を通し、生徒の自己理解・自己指導能力を育成し、事故等の未然防止に努める。
⑭ 地域や社会の行事に積極的に参加し、地域社会に貢献する意識を育てる。

⑮ 生徒が主体的・積極的に参加できる学校行事を企画・運営する。
⑯ 各部活動の加入率を高める。
⑰ ホームページや学校説明会を充実させ、本校の教育活動を学校内外に積極的に発信する。
⑱ 定期的に中学校訪問を行い、中学校との連携を深め、志願者の増加に努める。
⑲ キャリア・パスポートを活用し、生徒の自己理解の深化に努める。

イ　個に応じた進路指導の実践によるキャリア教育の充実

重点項目

１　確かな学力の育成を図り、自らの力で社会を生き抜く知性や教養など、活用できる能力を養う。
２　キャリア教育を充実し、望ましい職業観や勤労観、社会性を養い、将来の夢や希望の実現を目指す。
３　文武両道を推進すると共に、様々な体験や学習活動を通し、心身ともに健全で豊かな人間性を養う。
４　総合学科と農業関係学科の併設校として、積極的に情報を発信し、地域の期待に応え信頼される学校を目指す。
５　働き方改革を推進し、心身ともに健康的で働きやすい職場環境の構築を目指す。


